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1 はじめに

我々は SAGE (Smart AGent Environment, [1], [2])プロ

ジェクトで会話型エージェントシステムの研究,各種アプ

リケーションへの適用を行っている.エージェントとは「つ

なげる技術」であると考え,このプロジェクトで分散して

存在する情報源をつなげるための各種技術を確立してきた.

現在この会話型エージェントシステムは,散在するデー

タベースやアプリケーション等の異種情報源の統合を実現

するソフトウェア製品1として実現される段階にある.

本論文ではこの会話型エージェントシステムがどのよう

な技術的特徴を持った製品として実現されようとしている

かを論じる.

2 システムの概要

この会話型エージェントシステムにおけるエージェン

トたちは ACL (Agent Communication Language) メッセー

ジを用いて互いにやり取り (会話) する2. 通信基盤には

CORBAを用いており, CORBA 上に実現したエージェン

ト用非同期メッセージングのための ACC (Agent Commu-

nication Channel)を使ってエージェントたちが ACL メッ

セージをやり取りする. 主な適用分野は企業内, 企業間に

分散して存在しているデータベースやアプリケーションの

仮想情報統合である.

製品では基本的に以下の図 1のような構成をとる. 仮想

情報統合を実現する場合に,これらのエージェント間にお

ける標準的なメッセージの流れは次のようになる.

� データベースエージェントあるいはアプリケーション

エージェントが仲介エージェントであるファシリテー

タにアドバタイズメッセージ3を送る.

� ユーザの指示によりユーザエージェントがファシリ

1CORBAの技術を実装したミドルウェア製品 INTERSTAGE上のオプ
ション製品 AGENTPROとして製品化予定. INTERSTAGEのページ [3]
に AGENTPROの情報へのリンクがある.

2ここでは DARPA の KSE (Knowledge Sharing Effort)プロジェクト
から誕生した KQML (Knowledge Query and Manipulation Language), KIF
(Knowledge Interchange Format)からなる ACLを用いている. 将来的に
FIPA (Foundation of Intelligent Physical Agents) の ACLにも対応するこ
とを予定している.

3エージェントの状態や持つ情報のメタデータを伝える (宣伝する)メッ
セージである.

テータに問い合わせメッセージを送る.

� ファシリテータは適切なデータベースエージェントあ

るいはアプリケーションエージェントを選択し問い合

わせメッセージを送り,返ってきたメッセージを統合

し ,ユーザエージェントに返す.

� ユーザエージェントはその結果をユーザに提示する.
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図 1: エージェントシステムの構成: ユーザエージェント,

ファシリテータ (仲介エージェント),データベースエージェ

ント,アプリケーションエージェントからなる. これらの

エージェントたちが ACLメッセージをやり取りしてサー

ビスを提供する.

3 システムの特徴

製品は会話型エージェントシステムの利点を生かしつつ

以下のような特徴を持つ.

� 既存資産であるデータベースやアプリケーションを

情報源として容易にエージェント化するためのデータ

ベースエージェントやアプリケーションエージェント

を持つ. 既存資産はそのまま独立に, また分散して運

用,管理を続けることができる.

� エージェント系へのユーザインタフェースを構築する

ための APIを持つ.

� 情報源のエージェントはアドバタイズメッセージなど

を送ることにより,ファシリテータに情報源の状態,メ

タデータを知らせることができる. これにより各エー

ジェントは独立に運用管理することができる.

� ファシリテータはオントロジ4やアドバタイズメッセー
4エージェントが使う語彙体系のことである.



ジの情報に基づいて,各エージェントの違いを考慮し

たメッセージの仲介を行う.

� 通信基盤である CORBAシステムと連携してネーミン

グサービスやセキュリティ機能などを使用,提供する.

まとめると,ただ単に物理的に分散しているものを統合

するのではなく, もともと別々の起源を持つ情報源, ある

いは別々に運用管理されている情報源を統合するための各

種機能を有している.これは変化の激しい企業環境などで,

各部署,各企業が情報源を独立に運用管理しながらも, 変

化に対応した形で統合した情報提供が短い時間で可能にな

るという点で重要である.

4 各エージェントの特徴

この章では個々のエージェントについてその特徴を記述

する.

ユーザエージェント ユーザエージェントは Java言語で

実装され,ユーザとエージェント系とのインタフェースを

実現する. エージェントシステム構築者が適切なユーザイ

ンタフェースを構築できるようにユーザエージェントは

socket あるいは CORBA を通じてアクセスできるインタ

フェースを規定している. そのインタフェースよりユーザ

エージェントを通じて問い合わせメッセージを送出したり,

回答メッセージの結果を得たりすることができる.

ファシリテータ ファシリテータは Allegro Common Lisp

で実装され, メッセージの仲介, メッセージ変換などを通

じてエージェント間のメッセージのやり取りを助け,各種

サービスを実現する. ACL メッセージ処理および高速処

理に適した独自の推論エンジンを持ち,各種処理に使って

いる.

ファシリテータのもっとも大きな機能はメッセージの仲

介である. 仲介においてメッセージはオントロジとアドバ

タイズメッセージの情報に基づいて解析され,適切な情報

源のエージェントに仲介される.その際に完全に対応でき

るエージェントへの仲介だけではなく,情報源のエージェ

ントに特定の情報が欠けている場合に回答できる範囲だけ

のメッセージを送ってその回答を処理するなど柔軟な仲介

も可能になっている. またメッセージは送り出されるエー

ジェントの使用するオントロジに応じて,必要ならばオン

トロジ変換がなされる.

また仲介の前提となる情報源のエージェントからのアド

バタイズメッセージなどで送られてくる情報源のメタデー

タの管理を行う.

データベースエージェント データベースエージェントは

Java言語で実装され,関係データベース5 をエージェント

5JDBCを通じてアクセスできれば特に関係データベースであること
を問わない. 例えば OODBであってもよい.

化するためのアダプタを実現する. XMLによるリソース定

義ファイルからアドバタイズメッセージの内容を生成する.

データベースエージェントは関係データベースが持つ情

報への ACLの問い合わせメッセージに対して ACLの回答

メッセージを送り出す.その際に以下のことが実行される.

� ACLメッセージを SQLに変換する.

� JDBCを通じて関係データベースにアクセスする.

� その結果を ACLメッセージに変換して送り出す.

アプリケーションエージェント アプリケーションエー

ジェントは C言語で実装され,さまざまなアプリケーショ

ンをエージェント化するための汎用アダプタを実現する.

アプリケーションとのやりとりには CORBA IDLによる

インタフェースを利用する.

このアプリケーションエージェントの特徴は,エージェ

ントとして ACL 側に見せるオブジェクトと, アプリケー

ションの CORBAメソッド呼び出しの対応関係を XMLに

よる設定ファイルで記述できることである. この設定ファ

イルの情報により以下のことを行っている.

� ファシリテータに送るアドバタイズメッセージの内容

を生成する.

� アプリケーションとの IDLを定義する.

� アプリケーションエージェントが対応することのでき

る ACLに関する制約を記述する.

5 まとめ

製品として実現しつつある会話型エージェントシステム

の概要や技術的特徴,それに含まれる各エージェントの特

徴などを紹介した. この製品は,別々の起源,別々の運用管

理のもとにある情報源を統合するための,会話型エージェ

ントの利点を用いた各種機能を提供する.

システム全体として上記の目的をさらによりよく実現す

ることを考えており,オントロジ関連ツールなど各種ツー

ルの開発を進めている.
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